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部
が
３
名
、京
都
１
名
と
大

阪
２
名
で
し
た
。年
に
一度
の

再
会
の
方
や
、初
め
て
会
っ

た
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、お
互
い
日
大
愛
や
近
況

報
告
も
兼
ね
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
オ
ー
ル
日
大
奈
良
県
支
部

総
会
の
内
容
は
毎
回
、斬
新

で
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
講
演
や
、

人
生
の
先
輩
で
あ
る
校
友
達

か
ら
素
晴
ら
し
い
話
が
聞
け

ま
す
。来
年
の
総
会
の
案
内

は
５
月
に
は
お
渡
し
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
、奈
良
県

支
部
の
立
花
ま
で
是
非
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　   （
文
責
　
立
花
　
初
代
）

岡

　山

　県

　支

　部

高

　知

　県

　支

　部

愛

　媛

　県

　支

　部

長

　崎

　県

　支

　部

三

　重

　県

　支

　部

佐

　賀

　県

　支

　部

鹿  

児  

島  

県  

支  

部

　
期
日
　
６
月
16
日
㈰

   

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

   

会
場
　
岡
山
後
楽
園

   

参
加
者
　
６
名

議
事
　
平
成
30
年
度
事
業

報
告
な
ら
び
に
決
算
、令
和

元
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に

予
算
、新
役
員
の
決
定

　
例
年
通
り
、岡
山
後
楽
園

に
て
令
和
元
年
の
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。前
年
度
改

選
さ
れ
た
安
部
新
支
部
長
の

開
会
の
挨
拶
で
議
事
に
入
り

ま
し
た
。安
部
支
部
長
は
倉

敷
市
真
備
町
の
在
住
で
、昨

年
７
月
の
豪
雨
被
害
に
遭
遇

さ
れ
ま
し
た
が
、元
気
を
取

り
戻
し
頑
張
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
が

日
大
通
信
の
思
い
出
を
語
り

な
が
ら
、楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。ま
た
、参
加

者
の
中
に
は
現
役
の
研
究
者

も
お
り
、自
分
の
卒
論
の
話

に
熱
中
し
、「
日
本
の
歴
史
」

の
研
究
は
本
当
に
興
味
深
い

と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　
　   （
文
責
　
安
藤
　
豊
）

　
令
和
元
年
10
月
５
日
㈯
、

三
重
県
支
部
総
会
を
伊
勢
市

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
奈
良
県
支
部
長

立
花
初
代
さ
ん
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。

　
議
題
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
平
成
30
年
度
事
業
報
告

②
平
成
30
年
度
収
支
報
告

③
監
査
報
告

④
平
成
31
年
度
事
業（
案
）

⑤
平
成
31
年
度
予
算（
案
）

　
議
題
は
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、外
宮
前
の
報
恩

館
に
て
会
食
し
、内
宮
さ
ん

を
参
拝
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

          （
文
責
　
大
形
　
弘
）

　
高
知
県
支
部
は
、２
０
１

９
年
９
月
12
日
㈭
高
知
会
館

で
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
再
建
し
て
７
年
目
、７
年

間
同
じ
９
月
12
日
に
開
い
て

い
ま
す
。四
国
ブ
ロ
ッ
ク
総

会
の
報
告
を
受
け
、次
の
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

①
２
０
２
０
年
に
は
、四
国

　
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
を
高
知
で

　
開
く
。

②
２
０
２
０
年
ま
で
に
、役

　
員
の
若
返
り
を
図
り
、会

　
を
活
性
化
す
る
。

③
な
る
べ
く
第
３
回〝
山
岳

　
写
真
展
〞を
開
く
。以
上

　
９
月
７
日
愛
媛
で
開
か
れ

た
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
で
、

本
部
副
会
長
・
組
織
部
長
鎌

子
さ
ん
の
諸
々
の
提
案
、特

に
会
員
の
会
へ
の
結
集
に
つ

い
て
、高
知
で
の
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
総
会
に
向
け
て
実
践
し
て

み
よ
う
と
諮
り
、賛
同
を
得

ま
し
た
。

　
ど
れ
だ
け
の
会
員
が
応
え

て
く
れ
る
の
か
、こ
の
ま
ま

再
度
活
動
を
停
止
す
る
の

本
　
社
　
〒
114-

0015
　
東
京
都
北
区
北
中
里
一-

一
〇-

一
〇 

水
野
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
〇
三-

五
八
一
五-

二
二
一
五
㈹

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三-

五
八
三
四-

二
〇
〇
三

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

事
務
局
長 

日
本
大
学
経
済
学
部
校
友
会  

副
幹
事
長 

日
本
大
学
校
友
会
東
京
都
第
五
支
部  

板
橋
桜
門
会
幹
事
長

　
　
　
　

　
　   

　  

江

　﨑

　泰

　元

葵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

　代
表
取
締
役

〒
225-

0005
　
横
浜
市
青
葉
区
荏
子
田
二-

六-

二

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
四
五-

九
〇
三-

一
八
二
一

日
本
大
学
校
友
会  

委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
広
報
部
長

　

  　

  

師

　田

　袈
裟
茂

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
令
和
元
年
度
愛
媛
県
支

部
総
会
が
、松
山
市
の「
え

ひ
め
共
済
会
館
」で
、９
月

７
日
㈯
14
時
よ
り
開
催
さ

れ
た
。

　
台
風
の
接
近
に
よ
り
悪
天

候
が
予
想
さ
れ
る
も
、天
気

も
回
復
し
無
事
開
催
す
る
こ

　
令
和
元
年
６
月
８
日
㈯
午

後
４
時
か
ら
、伊
万
里
市
の

「
い
け
す
割
烹
　
山
平
」で
、

佐
賀
県
支
部
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。出
席
者
15
名
。

　
総
会
は
開
会
の
辞
、校
歌

斉
唱
、物
故
者
へ
の
黙
祷
に

続
い
て
、松
尾
支
部
長
の
挨

拶
の
あ
と
議
事
に
入
り
、⑴

平
成
30
年
度
事
業
経
過
報

告
及
び
決
算
報
告
、⑵
会
計

監
査
報
告
、⑶
令
和
元
年
度

事
業
計
画（
案
）及
び
予
算

（
案
）に
つ
い
て
審
議
。原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画

で
は
、今
年
度
も
宿
泊
の
忘

年
会
や
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、さ

ら
に
は
オ
ー
ル
日
大
と
の
交

流
行
事
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。多
く
の
支
部
が
高
齢

化
な
ど
で
年
々
会
員
が
減
少

し
、総
会
出
席
者
も
減
る
中
、

佐
賀
県
支
部
で
は
こ
こ
数

年
、15
名
前
後
の
出
席
者
を

得
て
い
ま
す
。当
支
部
が
あ

る
程
度
の
出
席
者
を
維
持
で

き
て
い
る
の
は
、こ
れ
ら
の
各

種
行
事
を
通
し
て
会
員
の
絆

を
深
め
て
い
る
こ
と
も
一
要

因
と
思
わ
れ
ま
す
。今
後
も

健
康
に
注
意
し
て
会
員
の
連

携
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
確

認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、松
尾
支
部
長（
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
長
で
も
あ
る
）

か
ら
、今
年
度
の
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
総
会
は
沖
縄
県
で
開
催
予

定
と
の
報
告
と
と
も
に
、出

席
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、懇
親
会

と
そ
の
後
の
二
次
会
で
親
睦

を
深
め
、次
回
行
事
で
の
再

会
を
約
束
し
散
会
し
ま
し
た
。

　     （
文
責
　
太
田
　
勝
一）

日
本
大
学
校
友
会  

委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
組
織
部
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

埼
玉
県
支
部  

顧
問

　

  

鎌

　子

　
　
　健

         

〒
340-

0156   

埼
玉
県
幸
手
市
南
二-

十
九-

二
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
八
〇-

四
三-

〇
九
四
六

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
携
帯
〇
九
〇-

四
一
二
一-

六
三
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〒
760-

0068
　
香
川
県
高
松
市
松
島
町
三-

二
三-

一
七

　
　
　
　
　
電
話
　
〇
八
七-

八
六
一-

五
五
六
四

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

相
談
役

日
本
棋
院
七
段
・
公
認
審
判
員

　

  　

  

尾

　上

　勝

　美

〒
779-

3105
　
徳
島
県
徳
島
市
国
府
町
東
高
輪
二
〇
八-

二

　
　  

　
　
　
　
　
　
　
〇
八
八-

六
四
二-

四
六
四
八

　
　
　
　
　
　
　
携  

帯  

〇
九
〇
ー
一
五
七
〇
ー
一
七
三
五

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会

　相
談
役

徳
島
市
文
化
協
会

　会
長

短
歌
結
社
「
徳
島
短
歌
」
顧
問

『
徳
島
老
友
新
聞
』
歌
壇
選
者

本
田
ま
も
る
歌
集
「
大
河
の
風
」
ネ
ッ
ト
販
売
中

　

  

本

　田

　
　
　守

と
が
出
来
た
。山
﨑
支
部
長

よ
り
開
会
挨
拶
の
後
、総
会

資
料
に
基
づ
き
決
算
報
告
が

あ
り
、そ
の
な
か
で
会
計
の

現
状
、会
費
納
入
の
状
況
、

今
後
の
支
部
運
営
の
見
通
し

等
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ

た
。今
後
は
県
外
の
会
議
出

席
者
に
つ
い
て
旅
費
の
一
部

支
給
も
出
来
る
の
で
は
な
い

か
と
の
見
通
し
を
説
明
、ま

た
役
員
の
改
選
で
一
部
役
員

の
変
更
も
了
承
す
る
。

　
会
議
終
了
後
、ブ
ロ
ッ
ク

総
会
の
会
場
準
備
を
行
う
。

       （
文
責
　
山
﨑
　
孝
明
）

か
、重
大
な
時
期
に
来
て
い

ま
す
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
の
開
催
時

期
は
、土
井
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
一

任
し
て
い
ま
す
。日
程
が
決

ま
れ
ば
、始
動
し
ま
す
。

          （
文
責
　
和
田
　
明
）

令
和
元
年
度
長
崎
県
支
部

総
会
は
、10
月
６
日
㈰
14
時

か
ら
６
名
が
参
加
し
、セ
ン

ト
ヒ
ル
長
崎
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
鹿
児
島
県
支
部
総
会
は
、

去
る
８
月
３
日
㈯
午
前
10
時

30
分
か
ら
鹿
児
島
市
キ
ャ
ン

セ・
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、８
名
の
出
席
者

を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
牧
迫
幹
事
長
の
進
行
に
よ

り
、物
故
者
に
対
し
黙
祷
、

校
歌
斉
唱
、古
市
支
部
長
の

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、昨
年
度
の
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
鹿
児
島
大
会
に

対
す
る
校
友
の
協
力
に
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

　
参
加
者
が
近
況
報
告
を

含
め
て
、皆
さ
ん
が
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
て
い
る
こ
と
や
、健
康
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、議
長
に
支
部

長
を
選
出
、平
成
30
年
度
事

業
・
決
算
・
監
査
報
告
を
認

定
、令
和
元
年
度
事
業
及
び

予
算
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

総
会
は
、昨
年
度
総
会
で
い
っ

た
ん
は
長
崎
県
と
決
定
し
ま

し
た
が
、夜
の
懇
親
会
で
、

沖
縄
県
で
開
催
で
き
な
い
か

と
話
が
あ
り
、沖
縄
県
支
部

長
の
宮
城
様
に
手
紙
を
送
っ

て
、協
議
を
進
め
て
参
り
ま

し
た
。し
か
し
90
歳
と
い
う

高
齢
等
、諸
般
の
理
由
に
よ

り
、開
催
は
無
理
で
あ
る
と

の
お
詫
び
の
速
達
・
電
話
連

絡
が
６
月
末
、古
市
に
あ
っ

た
旨
、報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
つ
い
て
は
、今
ま
で
の
経

緯
か
ら
古
市
の
ほ
う
で
計
画

し
、鈴
木
校
友
会
長
・
松
尾

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
長
な
ど
と
も

連
携
し
て
、沖
縄
県
で
開
催

す
る
こ
と
を
協
議
し
、出
席

者
の
了
承
を
得
、鹿
児
島
県

支
部
か
ら
も
参
加
す
る
こ
と

に
賛
同
を
得
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、薩
摩
郷

土
料
理「
吾
愛
人（
わ
か
な
）」

に
移
動
し
て
昼
食
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
昔
の
学
生
時
代
を
思
い
出

し
な
が
ら
、親
交
を
深
め
ま

し
た
。最
後
に
今
後
の
支
部

会
員
の
健
康
と
活
躍
を
願
っ

て
散
会
し
ま
し
た
。

　   （
文
責
　
古
市
　
重
喜
）

　
本
年
の
活
動
報
告
・
会
計

報
告
・
会
計
監
査
報
告
・
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
質
疑
応

答
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

特
に
来
年
は
長
崎
で
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、準
備
に
つ
い
て
皆

で
確
認
し
、ま
た
、懸
案
事

項
で
あ
る
総
会
へ
の
参
加
者

を
い
か
に
増
や
す
か
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、現
在
の
近
況
報

告
を
語
り
合
い
、親
睦
を
深

め
散
会
し
ま
し
た
。

　
　 （
文
責
　
三
浦
　
洋
一）

〒
188-

0012
　
東
京
都
西
東
京
市
南
町
五-

十
二-

四

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二-

四
六
一-

六
一
三
八

　
　
　
　  

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二-

四
五
五-

五
七
〇
六

　
　
　
　
　
携 

帯
〇
九
〇-

五
七
五
七-

五
八
三
一

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会
本
部  

相
談
役

日
本
大
学
通
信
教
育
部
東
京
都
支
部 

顧
問

㈱
ク
レ
ア
ー
化
粧
品
代
表
取
締
役  

会
長

　

  

石

　川

　寿

　朗


